


議案第１号、第２号及び第３号関係 



＜主な追加額＞
１．（株）日本政策金融公庫 ３７兆５，８１０億円

（１）中小・小規模事業者向け融資 ： ２２兆２，６３０億円

－ 新型コロナウイルス感染症に関する特別貸付制度の拡充。 （２１兆９，１３０億円）

－ 新型コロナウイルス感染症に関する資本性劣後ローン制度の創設。 （３，５００億円）

（２）中小・中堅・大企業向け危機対応融資 ： １５兆円

－ 企業の資金繰りや資本性劣後ローンの供給強化。

（３）農林漁業者向け融資 ： ３，１８０億円

－ 農林漁業セーフティネット資金の拡充。

２．（独）福祉医療機構 １兆３，２００億円
 新型コロナウイルス感染症により休業や事業を縮小した医療・福祉事業者に対する運転資金融資の拡充。

３．沖縄振興開発金融公庫 ４，１４６億円
 新型コロナウイルス感染症に関する特別貸付の拡充等による、中小・小規模事業者等の資金繰りの支援。

４．（株）日本政策投資銀行 １，０００億円
 DBJ法改正（本年５月22日施行）により、特定投資業務の完了期限が延長され、より中長期的な目線で支援することが可能となった
ことを踏まえ、「新型コロナリバイバル成長基盤強化ファンド」による資本性資金の供給枠を拡充し、十分な投資規模を確保。

令和２年度第２次補正予算における財政投融資計画の追加について

中小・小規模事業者や中堅・大企業等の資金繰りのため、実質無利子・無担保融資を含む、融資規模の拡充
や資本性資金の活用など、金融機能の強化に向けた対応を行う。補正追加額・補正後計画額ともに、過去最高。

追加額 ３９兆４，２５８億円（うち財政融資 ３２兆８，２５８億円、産業投資 １，０００億円、政府保証 ６兆５，０００億円）

令和２年 月 日
財 務 省

（注１）これらのほか、令和２年度第１次補正予算に伴い地方公共団体が実施する事業に必要な資金を確保するため、地方公共団体に対する財政融資を１０２億円追加する。

また、今回の第２次補正予算を受けて、地方公共団体に対する財政投融資の弾力追加を行う可能性がある。

（注２）財政投融資計画の追加の財源として、財投債を３２．８兆円追加発行する予定。
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改定額（補正＋弾力）

14.5

（兆円）

（注）1. 当初計画ベース。[ ]は補正・弾力による改定後。

2. 平成12年度は、一般財政投融資ベース。

平成20年9月

リーマン・ショック

平成23年3月

東日本大震災

[62.8]

新型コロナウイルス

感染症緊急対応分

1次補正：10.2兆円

2次補正：39.4兆円

財政投融資計画額の推移（フロー）

平成
（年度）

令和



施策①：強力な資金繰り対策（中小・小規模事業者、中堅・大企業）

○ 実質無利子・無担保融資を含む、新型コロナウイルス感染症に関する特別貸付制度を拡充し、
中小・小規模事業者の資金繰りを支援する。

○ 危機対応業務を拡充し、中小・中堅・大企業の資金繰りに万全を期すとともに、民間金融機関
からの金融支援を促す資本性劣後ローンを実施する。

＜（株）日本政策金融公庫（国民・中小）＞

【２年度２次補正追加：財政融資 ２１兆４，１３０億円
政府保証 ５，０００億円】

○ 新型コロナウイルス感染症による影響を受けた中小・小規模事業
者の資金繰りを支援するため、新型コロナウイルス感染症特別貸付
を拡充。
特に影響の大きい中小・小規模事業者に対しては利子補給により

実質無利子・無担保での貸付けを行う。

政 府

日本政策金融公庫（国民・中小）

新型コロナウイルス感染症の
影響を受けた

中小・小規模事業者

財政融資等

融資

※ 実質無利子化について、当初３年間（国民事業は４千万円【現行：３千万円】、
中小事業は２億円【現行：１億円】が上限）が対象。

※ 貸付限度額について、国民事業は８千万円【現行：６千万円】、中小事業は
６億円【現行：３億円】に拡充する。

○ 新型コロナウイルス感染症特別貸付の拡充等により、中小・小規模
事業者等の資金繰りを支援。
特に影響の大きい中小・小規模事業者に対しては利子補給により

実質無利子・無担保での貸付けを行う。 ※ 実質無利子化は当初３年間。
※ 日本政策金融公庫(国民・中小)に係る施策と同様に実質無利子化上限や貸付限度額を拡充。

＜沖縄振興開発金融公庫＞
【２年度２次補正追加：財政融資 ４，１４６億円】

○ 危機対応業務を拡充し、中小・中堅・大企業の資金繰りに万全を期す
とともに、民間金融機関からの金融支援を促す資本性劣後ローン（５兆
円程度）を実施。

＜（株）日本政策金融公庫（危機対応円滑化業務）＞
【２年度２次補正追加：財政融資 ９兆円、政府保証 ６兆円】
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※ 特に影響の大きい中小企業等に対しては、利子補給により当初３年間
実質無利子・無担保での貸付けを実施（ただし、資本性劣後ローンに
ついては当初３年間の金利を０．５％にする等の引下げを実施）。
また、中堅企業に対しては、当初３年間０．５％の金利引下げを実施。

シニアローン

資本性劣後ローン



施策②：強力な資金繰り対策（医療・福祉事業者、農林漁業者）

○ （独）福祉医療機構の無利子・無担保融資制度を活用し、医療・福祉事業者が新型コロナウイル
ス感染症により休業や事業を縮小した場合の資金繰りを支援する。

○ （株）日本政策金融公庫（農林）の実質無利子・無担保融資制度を活用し、農林漁業者が新型コ
ロナウイルス感染症により経営に影響を受けた場合の資金繰りを支援する。

＜（独）福祉医療機構＞
【２年度２次補正追加：財政融資 １兆３，２００億円】

財政融資資金

貸付け

融資

福祉医療機構

新型コロナウイルス感染症の
影響を受けた

医療・福祉事業者

○ 新型コロナウイルス感染症により休業や事業を縮小した医療・福祉事業者に対し、無
利子・無担保等の優遇融資により資金繰りを支援。

＜（株）日本政策金融公庫（農林）＞
【２年度２次補正追加：財政融資 ３，１８０億円】

○ 新型コロナウイルス感染症の影響により、経営に
影響が出ている農林漁業者に対し、実質無利子・無
担保での貸付けを行うことにより資金繰りを支援。

貸付け

融資

日本政策金融公庫（農林）

財政融資資金

新型コロナウイルス感染症の
影響を受けた

農林漁業者

※ 農林漁業セーフティネット資金の特例措置

・貸付期限を１５年【現行：１０年】に延長

（一次補正と同様の特例措置）

・貸付限度額の引き上げ（年間経費：６/１２→１２/１２）

・当初５年間実質無利子化

※ スーパーＬ（農業経営基盤強化）資金の特例措置（一次

補正と同様の特例措置）

・当初５年間実質無利子化

※ 医療貸付
・無利子について、当初５年間１億円まで現行の特例措置として認められているが、このうち、新型
コロナウイルス感染症対応を行っている医療機関は、１億円又は「前年同月からの減収の２か月分」
の高い方の金額まで拡充等。

・無担保について、３億円まで現行の特例措置として認められているが、このうち、新型コロナウイ
ルス感染症対応を行っている医療機関は、３億円又は「前年同月からの減収の６か月分」の高い方
の金額まで拡充等。

※ 福祉貸付
・無利子について、当初５年間３千万円まで現行の特例措置として認められているが、６千万円まで
拡充等。



施策③：資本性資金を活用した財務基盤強化

○ （株）日本政策金融公庫（国民・中小）において、新型コロナウイルス感染症の影響を受けた事業者
に資本性劣後ローンを供給し、民間金融機関からの金融支援を促しつつ、事業の成長・継続を支援する。

○ 危機対応業務を拡充し、中小・中堅・大企業の資金繰りに万全を期すとともに、民間金融機関
からの金融支援を促す資本性劣後ローンを実施する。【再掲】

○ DBJ法改正（本年５月22日施行）により、特定投資業務の完了期限
が延長され、より中長期的な目線で支援することが可能となったことを
踏まえ、「新型コロナリバイバル成長基盤強化ファンド」による資本性資
金の供給枠を拡充し、十分な投資規模を確保 。

＜（株）日本政策投資銀行（DBJ）＞
【２年度２次補正追加：産業投資 １，０００億円】

＜（株）日本政策金融公庫（国民・中小）＞
【２年度２次補正追加：財政融資 ３，５００億円】

○ 新型コロナウイルス感染症の影響を受けた事業者に資本性劣後
ローンを供給し、民間金融機関からの金融支援を促しつつ、事業の
成長・継続を支援する。

※ 事業者の金利負担軽減を図るために、当初３年間の金利を
国民事業１．０５％、中小事業０．５％にする等の引下げを実施。

※ 貸付限度額は、国民事業は７千２百万円、中小事業は７．２億円。
※ 貸付期間は、５年１ヶ月、１０年、２０年。
※ 沖縄振興開発金融公庫についても同様の措置を講じる。

政 府

日本政策金融公庫
（国民・中小）

新型コロナウイルス感染症の
影響を受けた

中小・小規模事業者

財政融資
一般会計出資

資本性劣後ローン

民間金融機関

融資

※ 特に影響の大きい中小企業等に対しては、利子補給により当初３年間
実質無利子・無担保での貸付けを実施（ただし、資本性劣後ローンに
ついては当初３年間の金利を０．５％にする等の引下げを実施）。
また、中堅企業に対しては、当初３年間０．５％の金利引下げを実施。

○ 危機対応業務を拡充し、中小・中堅・大企業の資金繰りに万全を期す
とともに、民間金融機関からの金融支援を促す資本性劣後ローン（５兆
円程度）を実施。

＜（株）日本政策金融公庫（危機対応円滑化業務）＞【再掲】
【２年度２次補正追加：財政融資 ９兆円、政府保証 ６兆円】
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(単位：億円)

36,684 93,700 375,810 506,194

うち危機対応円滑化業務 990 60,000 150,000 210,990

　　国民一般向け業務 20,340 17,000 123,630 160,970

　　中小企業者向け業務 9,454 14,000 99,000 122,454

　　農林水産業者向け業務 5,200 2,700 3,180 11,080

2,594 1,250 13,200 17,044

1,266 2,436 4,146 7,848

9,000 2,000 1,000 12,000

地方公共団体 29,346 － 102 29,448

5,711 2,491 － 8,202

その他機関 47,594 － － 47,594

132,195 101,877 394,258 628,330

株式会社日本政策金融公庫

合  計

株式会社日本政策投資銀行

独立行政法人福祉医療機構

独立行政法人国際協力機構

沖縄振興開発金融公庫

当 初 計 画 ２ 次 補 正 追 加 後１ 次 補 正 追 加

令和２年度財政投融資計画補正（案）の概要

機　　関　　名
令 和 ２ 年 度 令 和 ２ 年 度 令 和 ２ 年 度令 和 ２ 年 度

２ 次 補 正 追 加



議案第４号関係 



地⽅税の徴収猶予の特例に伴う地⽅債の創設
１  地⽅税の徴収猶予の特例

２ 地⽅債の創設

＜地⽅債の概要＞

○ 「新型コロナウイルス感染症緊急経済対策」（令和２年４⽉7⽇閣議決定、4⽉20⽇変更
閣議決定）を受けて、収⼊が⼤幅に減少（⼀定の期間（1か⽉以上）において前年同期
⽐概ね20％以上の減少）した場合において、無担保かつ延滞⾦なしで１年間、徴収猶予で
きる特例が設けられた。
※ 令和２年２⽉１⽇から令和３年１⽉31 ⽇までに納期限が到来する地⽅税について適⽤。

○上記の徴収猶予の特例が設けられたことに伴い、地⽅公共団体に⼀時的な減収が⽣じるた
め、当該減収額を補うことを⽬的とした地⽅債が創設された。
※ 地⽅税法等の⼀部を改正する法律（令和２年４⽉30⽇公布）により改正された地⽅財政法附則

第33条の５の12により実施。 

・ 起債対象額︓地⽅税の徴収猶予の特例に基づく年度を超えた徴収猶予額
・ 起債年度︓令和２年度及び令和３年度

※ 令和３年度が含まれるのは、令和２年12⽉及び令和３年１⽉を納期限とする地⽅消費税等が
令和３年度の地⽅公共団体の歳⼊にも組み込まれるため。

・ 償還期限︓１年以内
・ 資⾦︓財政融資資⾦⼜は⺠間等資⾦
・ 充当率︓100％



○地⽅財政法（昭和⼆⼗三年法律第百九号）
（地⽅税法附則第五⼗九条第⼀項の規定による徴収の猶予等に伴う地⽅債の特例）
附則第三⼗三条の五の⼗⼆ 地⽅公共団体は、令和⼆年度及び令和三年度に限り、地⽅税法附則第五⼗九条

第⼀項（中略）の規定による徴収の猶予をする場合（中略）には、地⽅公共団体のこれらによる減収額を埋め
るため、第五条の規定にかかわらず、当該減収額を勘案して総務省令で定めるところにより算定した額の範囲内で、
地⽅債を起こすことができる。

○地⽅税法（昭和⼆⼗五年法律第⼆百⼆⼗六号）
（新型コロナウイルス感染症等に係る徴収猶予の特例）
附則第五⼗九条 地⽅団体の⻑は、新型コロナウイルス感染症（中略）及びそのまん延防⽌のための措置の影響

により令和⼆年⼆⽉⼀⽇以後に納税者⼜は特別徴収義務者の事業につき相当な収⼊の減少であつて総務省令
で定める事実があつたことその他これに類する事実（中略）がある場合において、これらの者が特定⽇（中略）ま
でに納付し、⼜は納⼊すべき地⽅団体の徴収⾦（中略）の全部⼜は⼀部を⼀時に納付し、⼜は納⼊することが
困難であると認められるときは、政令で定めるところにより、その地⽅団体の徴収⾦の納期限内にされたこれらの者の
申請（中略）に基づき、その納期限から⼀年以内の期間（中略）を限り、その地⽅団体の徴収⾦の全部⼜は⼀
部の徴収を猶予することができる。（以下、略）

２〜６ （略）
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